
 公益財団法⼈ほくりくみらい基⾦ 
 令和6年度 能登半島地震災害⽀援基⾦ 

 「つづける⽀援活動助成」採択事業⼀覧 

 事業名  ⾷をテーマとした、被災者と⽀援者との繋がりの拠点となるプラット 
 フォーム形成と、⽀援・交流事業の継続 

 団体名  かなざわオープンキッチン 

 活動地域  ⾦沢市、輪島市、珠洲市ほか 

 事業概要  ⾷をテーマとした、被災者と⽀援者との繋がりの拠点となるプラット 
 フォーム形成と、⽀援・交流事業の継続を⾏うため、以下の7つの事業 
 を実施する。 
 A)プラットフォーム造成と運営 
 B)⾦沢の避難者に向けた⾷事⽀援 
 C)現地ボランティアスタッフへの⾷事⽀援 
 D)農家⽀援 
 E)交流会開催 
 F)ワークショップを通じた⾷事⽀援/⾷育活動 
 G)復興イベントのサポート 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  被災直後から、「⾷べ物」を通した活動を継続しており、⾷べ物の意味 
 が変わっていく中での活動はユニークである。 
 これまでの活動で、時期ごとに⽀援内容を変化させており、ニーズに 
 そって対応している点を評価した。 
 様々な形の⾷事⽀援を実施予定だが、こもっている⼈たちがきて話せる 
 場になるなど、うまく機能すればその場⾃体がコミュニティになってい 
 くと思われ、とても良い活動だと思う。 
 実施事業が多岐に渡るので、整理しながら進めていただきたい。 

 事業名  能登半島地震で被災した⼦ども達への学校⽣活⽀援プロジェクト 

 団体名  NPO 制服バンク⽯川 

 活動地域  ⽯川県全域・オンライン など 

 事業概要  ⼦育て中の被災者家族に対し、「制服などの無償提供」を⾏う。 
 「被災者応援まつり」にて⾐類・⾷品などの物資⽀援を⾏う。 
 被災した⼦ども達（⼩学⽣〜⾼校⽣）に対し、「⾷事付き無料個別学習 
 ⽀援教室」を⾏う。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  制服の着⽤率82％という背景の中で、制服や学⽤品がないことで教育や 
 学校へのアクセスが下がると思われる。地域としても必要な制服の物資 
 ⽀援に加えて学習⽀援もあることで、⽀援の幅が広がっていると思われ 
 る。 
 ⼦どもに焦点を当てて、災害直後から活動を継続している点、アンケー 
 トを実施して感想・意⾒を取り⼊れて次の⽀援に繋げている点を評価し 
 た。 



 事業名  仮設住宅での⽣活⽀援と⼀時帰還者⽀援 

 団体名  ⼀般社団法⼈ ⽯川県災害ボランティア協会 

 活動地域  輪島市 

 事業概要  輪島市に活動拠点を設け、以下の事業を⾏う。 
 ・仮設住宅に⼊居する⾼齢者に対し、サロンやイベントの開催を通して 
 交流機会をつくる。引きこもりや孤⽴を防⽌し、⽣きがいの発⾒へ繋げ 
 る。 
 ・学⽣ボランティアのマッチングを⾏う。 
 ・仮設住居⼊居者や⼀時帰還者へ、買い物、病院、⾏政、親戚知⼈友⼈ 
 宅など⾏きたい場所に送迎する移動⽀援を⾏う。また、輪島市在住の避 
 難者ドライバーを雇⽤することで、在宅避難者の⽣活⽀援に繋げる。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  仮設住宅にアウトリーチし、孤⽴・引きこもりを防ぐことは災害関連死 
 を防ぐことにも繋がる。こうした活動は重要と考え、評価した。予算も 
 無理のなく理解しやすい内容であった。ニーズ把握がしっかりできてお 
 り、団体として活動の継続性も期待できる。 

 事業名  「みんなの遊び場」の継続と「みんなの学び場」の開設事業 

 団体名  のとルネ実⾏委員会 

 活動地域  七尾市 

 事業概要  七尾市の商業施設「パトリア」内にて、以下の2つの事業を⾏う。 
 1. ⼩学⽣以下の⼦どもたちが天候に関わらず遊べる「みんなの遊び場」 
 の継続実施を⾏う。 
 2. 中⾼校⽣の居場所として、防⾳・吸⾳効果のあるパーテーションと、 
 椅⼦と机を設置した「みんなの学び場」を開設し、落ち着いて勉強が 
 できる場所を提供する。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  災害時には⼦どもの居場所がなくなってしまうことが多く、また七尾市 
 は元々⼦どもの居場所が少ないという中で、⼈が集まりやすいテナント 
 ビルに居場所ができることは⾮常に重要だと評価した。この助成事業の 
 後、継続できるような働きかけ、仕組みづくりを期待したい。 



 事業名  被災住家の所有者に対する建物相談・応急措置・復旧事業 

 団体名  建築プロンティアネット北陸 

 活動地域  七尾市、輪島市、珠洲市、能登町 
 (※現在の活動範囲であり、今後広がっていく可能性あり) 

 事業概要  被災建物に現地訪問し、所有者からの相談に乗る。 
 現地調査は、現地に⼊っている⽀援団体等の要請等により実施し、⽀援 
 団体の担当者、建物所有者、建築⼠ 2 名以上にて⾏う。 
 ヒアリング、外観・内観調査、報告と助⾔、⽀援制度の説明、応急処置 
 などを実施する。 
 被災者（建物所有者）が建物に対する理解、危険である理由・原因、そ 
 の改善策、改善が難しい現実、活⽤可能な未来等をしっかりと理解し、 
 正確な知識を持って正しく建物と向き合い、前向きに動き出せるよう後 
 押しする。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  専⾨家の⼈⼿が⾜りておらず、事業者による相談も機能していない状況 
 で相談のニーズが⾼いと思われる。建物⾃体の問題解決だけではなく、 
 相談事業によって不安材料を払拭し、被災者の⼼理的ケアも進むのでは 
 ないかと期待する。 
 ⼀⽅で、住宅改修等でトラブルに繋がらないよう、リスクマネジメント 
 を丁寧に⾏い、建築⼠会や他の専⾨職・団体の動き、⾏政との連携を密 
 にしていただきたい。 

 事業名  ⼦ども服・古着の無償配布を通した親⼦コミュニティ再構築+拠点運営 
 による相談受付と情報提供 

 団体名  ⼀般社団法⼈はぐネット 

 活動地域  野々市市 

 事業概要  ⾦沢市・野々市市・⽩⼭市周辺に避難している親⼦を主な対象とし、⼦ 
 ども服・古着の配布と、「住居・仕事・⼦育て⽣活」などの相談業務、 
 情報提供を⾏う。 
 古着の配布をきっかけに、⽣活基盤がまだ不安定で⾦銭的な余裕がな 
 く、避難先での⼦育て情報も少ない⽅々の相談にのり、情報提供を⾏う 
 ことで避難先での⼦育て中の孤⽴を防ぐ。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  2次避難している⼦育て世帯への⽀援として評価した。これまでの⽀援 
 活動から相談受付・情報提供を含んだ⼀歩進んだ事業であり、これまで 
 の活動状況や⼈脈から、引っ越した先で孤⽴しない環境を提供するため 
 の実⾏⼒を評価した。今後は⾏政との連携なども期待したい。 



 事業名  能登の⾷や伝統を未来へ繋ぐプロジェクト 

 団体名  ⼀般社団法⼈能登地震地域復興サポート 

 活動地域  能登町 

 事業概要  以下の3つの事業を⾏う。 
 1.  輪島塗レスキュープロジェクトの⼀環として東京で、能登の発酵⾷や 
 保存⾷を使った料理を輪島塗で⾷べてもらうイベントを開催する。 
 2. 三波公⺠館にて「復興マルシェ」を⽉に1回開催する。 
 3. 能登のおばあちゃんの知恵とレシピを画像、映像と共にまとめる。 

 助成額  2,995,000円 

 審査員講評  輪島塗レスキューは地域の⽂化を継続していく取り組みが興味深く、特 
 ⾊ある活動だと評価した。出し⽅・⾒せ⽅を⼯夫することで地域全体に 
 とっての利益となるようにしていただきたい。 

 事業名  家財出しおよびコミュニティ⽀援 

 団体名  能登半島⽀援チーム 

 活動地域  七尾市 

 事業概要  七尾市御祓地区にて、以下の2つの事業を⾏う。 
 1.被災家屋の⽚づけ・家財出し・修繕(家屋に住まれている⽅や、被災家 
 屋から避難している⽅に対して、家屋の⽚づけや災害ゴミ出しを⾏う) 
 2.コミュニティ⽀援(被災者の⽅に向けて、⼼のケアを⽬的に⼈とのつな 
 がりを感じることができる炊き出しやイベントやワークショップを⾏う) 

 助成額  2,510,000 円 

 審査員講評  熊本など、他の災害時の⽀援経験を活かして、今回の能登半島地震で⽀ 
 援を実施してきた実績を評価した。実施地区を限定して集中的に実施す 
 ることで効果は必ず出ると⾒込んだ。 



 事業名  飯⽥⾼校旧1年⽣（2024年1⽉当時）への学習⽀援プロジェクト 

 団体名  オヤコノトコ 

 活動地域  ⾦沢市(⾦沢現地 + オンラインで珠洲と接続） 

 事業概要  ⾦沢市と珠洲市をオンラインで接続しながら、単なる学習⽀援ではな 
 く、「震災がなければ送れるはずだった飯⽥⾼校での学校⽣活」を少し 
 でも感じられるよう、当時のクラスメイトや同級⽣と「⼀緒に勉強して 
 いる」「⼀緒に⾼校⽣活を送っている」と感じられるような学習環境づ 
 くり⽬指す。 

 助成額  995,135円 

 審査員講評  受益者数は少ないが、⽀援対象者が⾮常に具体的である。インパクトの 
 範囲は狭いが⾼校⽣⼀⼈ひとりへの影響は⼤きいと思われる。被災の影 
 響を受けた学⽣の声を深くモニタリングできている団体と評価した。 

 事業名  街の銭湯が育むケアコミュニティと創造性の醸成 

 団体名  ⼀般社団法⼈ 仮かっこ 

 活動地域  珠洲市及び⾦沢市の関係美術施設 

 事業概要  珠洲市内の銭湯「あみだ湯」の事業継承を完了し、銭湯の営業、こども 
 の居場所、ボランティアとのマッチング等を⾏う。 
 番台とロビーでの継続的なヒアリングとニーズ調査を⾏い、コミュニ 
 ケーションの中から住⺠の問題意識を拾い上げ、復興プランへの提⾔や 
 まちづくりの事業へ反映させる。 
 娯楽・⽂化交流が減少した現状に対し、アーティストとの交流や語り合 
 うイベントを開催する。住⺠の建築廃材や被災家財の⽊材を焚べてお⾵ 
 呂を提供する「街を弔い 悲しみに寄り添うアートプロジェクト」を実施 
 する。 

 助成額  3,000,000円 

 審査員講評  発災直後から、多くの⼈に⼊浴環境を提供し、⽀援実績があること、銭 
 湯をコミュニティづくりになると捉え、事業を進めていこうとする点を 
 評価した。若い⼈が来て集まるコミュニティになっている実態を申請書 
 から読み取ることができ、勢いのある活発な団体であると感じられたの 
 で、今後も期待したい。 



 事業名  「ボランティア BASE 三井」の運営継続と運営体制の強化 

 団体名  のと復耕ラボ 

 活動地域  輪島市 

 事業概要  輪島市三井町を中⼼に奥能登でボランティアが滞在して、被災者のニー 
 ズに寄り添った様々な活動を⾏うための拠点として「ボランティア 
 BASE 三井」の運営を継続する。 
 ボランティア BASE 三井の施設の管理運営、ボランティア希望者との連 
 絡調整、被災者他のマッチング、団体の情報発信などを⾏う。 
 また、創造的復興を⾏っていくための新たな事業運営を⽬指した運営体 
 制の強化を⾏う。 

 助成額  2,990,000円 

 審査員講評  災害時、こうした⺠間のボランティアセンター機能は重要である。他の 
 申請事業の中でも特⾊があり、また必要性も⾼い。継続実施とそのため 
 の体制づくりを期待したい。 

 以上 


